
主な内容主な内容
●商工連だより●商工連だより

県連会長による令和２年７月豪雨被災地へのお見舞い県連会長による令和２年７月豪雨被災地へのお見舞い、、県への要望書提出県への要望書提出

全国連会長による令和２年７月豪雨被災地へのお見舞い全国連会長による令和２年７月豪雨被災地へのお見舞い

小野専務理事就任小野専務理事就任

「地方創生プランコンテスト」プレゼンテーション発表会・セミナー開催「地方創生プランコンテスト」プレゼンテーション発表会・セミナー開催

女性部長研修会女性部長研修会

女性部ブロックだより女性部ブロックだより

地域のイチオシグルメVol.06地域のイチオシグルメVol.06

●お知らせ●お知らせ

新型コロナウイルス感染症関連新型コロナウイルス感染症関連

国勢調査国勢調査

悩まずどんとこい労働相談週間悩まずどんとこい労働相談週間

商工貯蓄共済、福祉共済商工貯蓄共済、福祉共済

●シリーズ「クローズアップしらしんけん」●シリーズ「クローズアップしらしんけん」

ラーメンカフェ明星ラーメンカフェ明星

　「帰りたい故郷を目指して　「帰りたい故郷を目指して

　　～地域を照らす明星　光を絶やさず～」　　～地域を照らす明星　光を絶やさず～」
表紙写真：佐伯市本匠の大水車表紙写真：佐伯市本匠の大水車

　その昔、佐伯市本匠には谷あいの豊富な水を利用した数多くの水車が随所に　その昔、佐伯市本匠には谷あいの豊富な水を利用した数多くの水車が随所に
見られ、脱穀・精米・籾摺（もみすり）など、農作業の動力源として活用され見られ、脱穀・精米・籾摺（もみすり）など、農作業の動力源として活用され
ていました。しかし、時代とともにその役目を終え、次々に姿を消していきまていました。しかし、時代とともにその役目を終え、次々に姿を消していきま
した。本匠の大水車の再現には、本匠村のこのような時代背景がありました。した。本匠の大水車の再現には、本匠村のこのような時代背景がありました。
　大水車が完成した1995年（平成５年）当時は日本一の大きさを誇りました　大水車が完成した1995年（平成５年）当時は日本一の大きさを誇りました
が、現在は西日本最大級となり本匠のシンボルとして親しまれています。が、現在は西日本最大級となり本匠のシンボルとして親しまれています。

【写真提供】佐伯市【写真提供】佐伯市
大分県商工会連合会ホームページ http://www.oita-shokokai.or.jp大分県商工会連合会ホームページ http://www.oita-shokokai.or.jp
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県
連
会
長
に
よ
る

県
連
会
長
に
よ
る

令
和
２
年
７
月
豪
雨
被
災
地
へ
の

令
和
２
年
７
月
豪
雨
被
災
地
へ
の

お
見
舞
い
、県
へ
の
要
望
書
提
出

お
見
舞
い
、県
へ
の
要
望
書
提
出

全
国
連
会
長
に
よ
る
令
和
２
年

全
国
連
会
長
に
よ
る
令
和
２
年

７
月
７
月
豪
雨
豪
雨
被
災
地
へ
の
お
見
舞
い

被
災
地
へ
の
お
見
舞
い

　
森
竹
県
連
会
長
が
、
７
月
６
日

か
ら
８
日
に
か
け
て
発
生
し
た
令

和
２
年
７
月
豪
雨
の
お
見
舞
い
の

た
め
、
７
月
16
日
に
日
田
地
区
商

工
会
、
７
月
21
日
に
由
布
市
商
工

会
、
玖
珠
町
商
工
会
及
び
九
重
町

商
工
会
を
訪
問
さ
れ
、
実
際
に
各

商
工
会
地
域
に
お
け
る
被
害
状
況

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
被
災
事

業
者
の
激
励
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
河
野
県
西
部
振
興
局
長
を
訪

問
し
、
被
災
地
の
早
期
復
興
支
援

に
関
す
る
要
望
書
の
提
出
を
行
い

ま
し
た
。

　
本
県
で
は
、
県
央
地
区
を
中
心

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
人
的

被
害
や
建
物
被
害
、
ま
た
道
路
・

交
通
被
害
等
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
８
月
６
日
、
全
国
商
工
会
連
合
会
の

森
会
長
が
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
の
お

見
舞
い
の
た
め
来
県
さ
れ
、
日
田
地
区

商
工
会
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
天
瀬
の

温
泉
街
を
中
心
と
し
た
商
工
会
地
域
に

お
け
る
被
災
状
況
の
確
認
を
し
、
特
に

被
害
の
大
き
か
っ
た
４
商
工
会
（
日
田

地
区
、
玖
珠
町
、
九
重
町
、
由
布
市
）

の
会
長
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
商
工
会
か
ら
は
、
被
災
状
況
の
報
告

と
支
援
策
の
拡
充
等
を
要
望
し
、
全
国

連
か
ら
は
、
各
商
工
会
へ
見
舞
金
の
贈
呈
や
現
在
活
用
で
き
る
金

融
や
補
助
金
等
の
支
援
策
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
早
期

復
興
に
向
け
て
商
工
会
組
織
が
一

丸
と
な
っ
て
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
森
会
長
は
、
今
回
の
災
害
で
被

災
し
た
地
域
の
状
況
を
目
の
当
た

り
に
し
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
す
る
と
と

も
に
、
組
織
と
し
て
も
全
力
で
支

援
を
し
て
い
く
と
の
言
葉
を
述

べ
、
激
励
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

小
野
専
務
理
事
就
任

　
５
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
通
常
総

会
で
、
新
た
に
小
野
賢
治
専
務
理
事

が
選
任
さ
れ
、
6
月
1
日
付
で
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
経
済
活
動
が
停
滞
し
、

商
工
会
員
で
あ
る
中
小
・
小
規
模

企
業
は
大
変
厳
し
い
状
況
の
中
、

今
回
の
豪
雨
災
害
は
、
直
接
的
な

被
害
の
み
な
ら
ず
、
風
評
被
害
等

も
あ
り
、
売
上
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
森
竹
会
長
は
、
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
へ
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
被
災
さ
れ
た
事
業
者
等

に
対
し
お
見
舞
い
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
た
後
、
商
工
会
組
織
を
あ
げ

て
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
支
援

に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
、
激
励
の

言
葉
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

0120-017-319
店頭窓口または
フリーダイヤル

（県制度資金のお知らせ）

（けんしん）

～大分県新型コロナウイルス感染症対応資金～

✔ ３年間無利子
✔ 無担保
✔ ５年間元本据置

※大分県内に本店がある金融機関のうち、3年間無利子となる「リアルタイム方式」を

採用している金融機関は大分県信用組合だけとなります。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、売上高が減少している
県内中小企業・小規模事業者様の資金繰りを応援します！

日田地区商工会への見舞金贈呈
（左）矢野日田地区商工会長（右）森全国連会長

意見交換の様子

被災地の状況を確認する森竹会長

要望書を提出
（左）河野西部振興局長（右）森竹会長

➋

商工連だより



大分県火災共済協同組合
TEL　097-537-7122

医療総合補償共済

火 災 共 済

ま ご こ ろ 共 済

生 命 傷 害 共 済

自 動 車 共 済

「
地
方
創
生
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

「
地
方
創
生
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
会
・

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
会
・

地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
８
月
７
日
、レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分
で
、

「
地
方
創
生
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
会
・
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
を
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
を
講

じ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
県
内
の
各
商
工
会
、
商
工
会
議
所
か
ら
59
人

の
青
年
部
・
女
性
部
員
が
集
ま
り
、
最
終
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
に
残
っ
た
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
事
業
の
７
団
体
と
継
続
プ
ラ
ン
支
援
事

業
の
３
団
体
、
計
10
団
体
に
よ
る
発
表
と
、
地

方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
ま
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
会
で
は
、１
次
・

２
次
審
査
を
通
過
し
た
10
団
体
の
代
表
者
が
、

各
地
域
の
特
色
あ
る
資
源
を
活
か
し
た
プ
ラ
ン

を
発
表
し
ま
し
た
。
各
団
体
の
誠
意
が
込
め
ら

れ
た
発
表
に
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
８
団
体
が
採
択
と
な
り
、
地

方
創
生
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
事
業
の
最
優
秀
賞

に
は
宇
佐
両
院
商
工
会
女
性
部
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
採
択
団
体
は
、
事

業
費
補
助
（
上
限
50
万
・
補
助
率
10
／
10
）
を
活
用
し
て
プ
ラ
ン
の
実

施
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
受
賞
し
た
商
工
会
の
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
方
創
生
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
事
業
の
部

【
最
優
秀
賞
】

・
宇
佐
両
院
商
工
会
女
性
部

新
た
な
特
産
品
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
ス
イ
ー
ツ
」
開
発
事
業

【
優
秀
賞
】

・
豊
後
大
野
市
商
工
会
青
年
部

豊
後
大
野
市
産
白
ネ
ギ
を
使
用
し
た
「
や
み
つ
き
ネ
ギ
豚
餃
子
」
の

商
品
開
発
事
業

・
野
津
原
町
商
工
会
女
性
部

「
な
な
せ
ダ
ム
」
を
核
と
し
た
観
光

開
発
＆
名
産
品
開
発
事
業

・
由
布
市
商
工
会
女
性
部

地
域
に
元
気
を
取
り
戻
す
ギ
フ
ト
商

品
開
発
事
業
～
地
域
と
商
工
会
女
性

部
と
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
開
拓
に
向

け
て
～

・
野
津
町
商
工
会
青
年
部

地
場
産
業
よ
り
排
出
さ
れ
る
材
料
を

使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り

地
方
創
生
継
続
プ
ラ
ン
支
援
事
業
の
部

【
優
秀
賞
】

・
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
青
年
部
（
久
住
支
部
）

天
然
の
観
光
資
源
で
あ
る
星
空
の
全

国
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
事
業
～
観
光
施
設
と
の
融
合
～

・
豊
後
大
野
市
商
工
会
女
性
部

豊
後
大
野
市
産
の
芋
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
の
販
路
開
拓
事
業

・
佐
伯
市
番
匠
商
工
会
青
年
部

地
元
の
子
ど
も
に
活
き
た
職
業
体
験
を
！

～
佐
伯
市
番
匠
商
工
会
版
「
バ
イ
タ
ー
ン
」
事
業
の
実
施
～

　
惜
し
く
も
受
賞
を
逃
し
た
団
体
も
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
（
補
助

額
10
万
・
補
助
率
10
／
10
）
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
期
間
は
、
令

和
３
年
２
月
１
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

に
対
応
し
た
地
方
創
生
の
あ
り
方
と

は
」
と
題
し
て
、
一
般
社
団
法
人 

日

本
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
連
合
会 

理
事
長 

中

村
好
明 
氏
か
ら
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
を
受
け
る
中
、
現
状
の
危
機

に
対
す
る
対
策
に
加
え
、
10
年
後
20
年

後
の
未
来
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

の
必
要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
内
容
を
、
今
後
の
青
年

部
・
女
性
部
活
動
に
大
い
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

つながる心　広がる未来

これからも地域とともに

 http://www.oita-cgc.or.jp/

何でもお気軽にご相談ください！！

中小企業を支援する「確かな公的保証人」 

資金調達な ど  

経 営 支 援  

創業・事業承継 

発表する豊後大野市商工会青年部発表する宇佐両院商工会女性部

受賞団体の皆さん

商工連だより

➌



　
７
月
２
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

延
期
さ
れ
て
い
た
「
女
性
部
長
等
研
修
会
」
が
中
小
企

業
会
館
（
大
分
市
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
女

性
部
長
と
担
当
者
等
30
人
が
集
ま
り
、
昨
年
度
実
施
し

た
地
方
創
生
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
事
業
、
地
方
創
生
継

続
プ
ラ
ン
支
援
事
業
及
び
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に
取

り
組
ん
だ
５
つ
の
商
工
会
が
事
業
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
新
し
い
商
品
開
発
や
、
商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
内
容
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
お
け
る
努
力
や
工
夫

し
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
、
今
後
の
プ
ラ
ン
作
成
に
役

立
つ
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
報
告
を
行
っ
た
商
工
会
は
次
の
と
お
り
。

１
　
豊
後
大
野
市
商
工
会

　「
豊
後
大
野
市
産
の
芋
を
使
っ
て
ス
イ
ー
ツ
開
発
事
業
」

２ 

由
布
市
商
工
会

　「“
手
作
り
味
噌
”
に
よ
る
特
産
品
開
発
事
業
」

３ 

中
津
市
し
も
げ
商
工
会

　「
禅
海
く
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

４ 

野
津
町
商
工
会

　「
子
育
て
支
援
事
業
」

５ 

九
重
町
商
工
会

　「
九
重
九
茶 

販
路
拡
大
の
た
め
の
取
組
み
」

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
「
ゆ
ふ
い
ん
の
ば
ぁ
ば
た
ち
が
つ
く
っ

た
そ
ぼ
く
な
み
そ
風
味
」
と
記
載
し
販
売
し
ま
し
た
。

　

道
の
駅
で
女
性
部
員
は
新
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
、
ク
ッ
キ
ー

に
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
や
野
菜
を
の
せ
た
食
べ
方
な
ど
和

ク
ッ
キ
ー
を
更
に
美
味
し
く
食
べ
る
方
法
を
提
案
し
観
光

客
に
も
大
好
評
で
し
た
。
ク
ッ
キ
ー
は
１
袋
60
グ
ラ
ム
入

り
で
、「
道
の
駅
ゆ
ふ
い
ん
」
で
購
入
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

城
下
町
佐
伯
ひ
な
め
ぐ
り（

佐
伯
市
番
匠
商
工
会
）

　

佐
伯
市
番
匠
商
工
会
女
性
部

は
、
２
月
22
日
か
ら
３
月
３
日
ま

で
佐
伯
市
城
下
町
観
光
交
流
館
で

「
ひ
な
め
ぐ
り
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
平
成
28
年
か
ら
開
催
さ
れ
、

今
年
で
５
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
創
生
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事

業
で
作
成
し
た
、
花
雛
や
紙
雛
、

ネ
ク
タ
イ
ネ
ッ
ク
レ
ス
等
の
小
物

類
を
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
の
メ
イ
ン
は
、「
さ
げ
も
ん
」

と
い
わ
れ
る
下
げ
飾
り
で
す
。

　

豪
華
絢
爛
と
言
わ
れ
る
言
葉
が
似
合
う
よ
う
な
飾
り

で
、
花
雛
・
紙
雛
に
引
け
を
取
ら
な
い
出
来
栄
え
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
一
週
間
早
く
閉
会
し
ま

し
た
が
、
観
覧
に
来
ら
れ
た
お
客
さ
ま
は
、
大
変
満
足
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
部
員
一
同
、
継
続
し
て
事

業
を
実
施
し
、
地
域
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

女
性
部
長
等
研
修
会

女
性
部
長
等
研
修
会

女
性
部
ブ
ロ
ッ
ク
だ
よ
り

女
性
部
ブ
ロ
ッ
ク
だ
よ
り

七
島
イ
を
用
い
た
お
も
て
な
し
事
業

（
国
東
市
商
工
会
）

　

国
東
市
商
工
会
女
性
部
で
は
、
毎
年
７
月
10
日
（
し
っ

と
う
の
日
）
に
合
わ
せ
大
分
空
港
に
て
、
女
性
部
員
が
七

島
イ
で
制
作
し
た
工
芸
品
を
、
空
港
を
利
用
さ
れ
る
お
客

様
へ
無
償
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
七
島
イ
の
良
さ

を
直
に
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
七
島
藺
認
定
工
芸

士
」
指
導
の
も
と
ミ
サ
ン
ガ
の
製
作
体
験
も
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

国
内
唯
一
の
生
産
地
で
あ
る
「
国
東
の
七
島
イ
」
を
多

く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
と
し
て
企
画
し
て

お
り
、
ご
利
用
い
た
だ
い
た
お
客
様
か
ら
は
大
変
好
評
で

す
。

　

今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ぬ
よ
う
女
性
部
員
一
丸
と
な

り
、
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

手
作
り
味
噌
を
使
用
し
た

「
和
ク
ッ
キ
ー
」
の
商
品
化

（
由
布
市
商
工
会
）

　

手
作
り
味
噌
を
使
っ
た
「
和
ク
ッ
キ
ー
」
を
新
た
に
商

品
化
し
、
昨
年
末
に
「
道
の
駅
ゆ
ふ
い
ん
」
で
観
光
客
に

Ｐ
Ｒ
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

女
性
部
は
平
成
26
年
か
ら
、
麦
麹
か
ら
仕
込
む
伝
統
的

な
製
法
で
味
噌
を
造
っ
て
お
り
、
若
年
層
に
も
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
加
工
品
を
造
る
事
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

味
噌
の
風
味
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
配
合
量
を
工
夫
し
、

ひなめぐり会場での様子

ミサンガ制作体験の様子

完成した和クッキー 税込み410円

記念品配布の様子

ＰＲ販売の様子

事業報告を行う発表者

研修会の様子
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502

ベジ・カフェ
Ms.

豊後大野市立
緒方中

豊後大野市立
緒方小

緒方郵便局

緒方川

大野川

46

210

緒
　

方442

大分市立
野津原中部小

矢ノ原郵便局

ななせダム

笑楽庵

412

七
瀬

川

裏谷川

地域の
イチオシ
グルメ
Vol. 06

そば処 笑楽庵

そば処 笑楽庵

ベジ・カフェ Ms.

ざるとろろ御膳
　　　　1,350円（税込）

鴨南とろろ御膳
　　　　1,600円（税込）

大分市大字下原866-3
【電　話】097-588-1192
【営業時間】11：00～14：00
【定休日】木・金
【駐車場】13台
【座席数】カウンター３、4人掛け3、座敷2

当店の蕎麦は、地元のつはる産の蕎麦
を使用しています。

Ms.ランチ
　　　1,100円（税込）
旬の野菜に薬膳のテイストを盛り込ん
だこだわりの一品で、カラフルでカラ
フルで楽しい前菜サラダ“ベジギャザ
リング”が付いて大変お得。

人気メニューの一つです。

ドレッシング
オリジナルドレッシングも豊後大野の
素材にこだわりました！生産量西日本
一の夏秋ピーマンを活かした「ピーマ
ンドレッシング」大人気です。

おろしとろろ御膳
　　　　1,500円（税込）
天ぷらと自然薯をセットにしたメ
ニューの一つです。

オードブル
冷凍食品を一切使用せず、手作りにこ
だわった地元の野菜たっぷりのオード
ブルは、健康志向のお客様に喜ばれて
います。

ベジ・カフェ Ms.
豊後大野市緒方町馬場388-1
【電　話】0974-42-4822
【営業時間】ランチタイム11：30～14：00
　　　　　ティータイム14：00～16：00
【定休日】毎週月～水曜日
【駐車場】約20台収容。大型可
【座席数】32席（ご要望に応じて追加可能）

　豊後大野市は「おおいたの野菜畑」と言われるほど食材が豊
富な土地柄。当店の料理は、どれも地元の特産品をふんだんに
盛り込んで、既製品はなるべく使わず一からすべて手作り。昔
ながらの家庭的な料理を心がけています。スタッフには野菜ソ
ムリエや管理栄養士になぜか看護師まで(^-^)、健康のことな
ら何でもござれ！　とにかく体に良いものを選りすぐってお届
けします。
　オープン以来の定番は、Ms.ランチ（税込1,100円）。旬の
野菜に薬膳のテイストを盛り込んだこだわりの一品で、カラフ
ルで楽しい前菜サラダ“ベジギャザリング”が付いて大変お得。
月２回のメニュー変更を楽しみにされている方も多い、一番人
気の商品です。また行楽やご家族・お友達の集まりに最適なオー
ドブルもご準備。ご予算やご要望に応じてアレンジが可能です。
　店舗は、地元の古くからの伝統芸能を伝える「俚楽（りがく）
の郷 伝承体験館」の中。敷地の脇を、水どころ緒方を象徴す
る昔ながら水路が滔々と流れ、風情もたっぷり。タイムスリッ
プしたかのような感覚を味わえます。散策のついでにお気軽に
お立ち寄りください。
ホームページ　http://okubungo.com/cafe/index.html

　大分市から国道442号線をななせダム方面へ進むと、ダム
の１㎞手前に黒を基調に落ち着いた佇まいの「そば処　笑楽庵」
が左手に見えます。
　当店は2013年に開業し、今年で８年目を迎えました。兼ね
てから『地元のつはる産』蕎麦をお客様に食して頂けたらとい
う思いを胸に、地区内の休耕田を有効活用する目的で、数人の
有志の協力のもと５回の試行錯誤の末、『地元のつはる蕎麦』の
生産に成功しました。のつはる産の蕎麦は、淡い鶯（ウグイス）
色で香り、旨み、甘味も有り予想以上の出来で好評です。
　人気の蕎麦メニューは、特に天ぷらと自然薯をセットにした

「ざるとろろ御膳」「おろしとろろ御膳」「鴨南とろろ御膳」です。
ほかにも定食、単品の天ぷら、そばなどがあります。
　営業は、月・火・水・土・日曜日（木・金曜日は定休日）の
11時から14時の３時間ですが、そばが無くなればその時点で
閉店です。今は、『数量と期間』限定ですが、今後は賛同者を集め、
量産を目指して頑張っていきます。
※蕎麦打ち教室も行っていますので、お気軽にお声がけください。
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全国一斉の「個別労働紛争処理制度周知月間」の取組として、大分県労働委員会では、解雇、賃金未払い、
労働条件などの労使間トラブルについて、電話、来所での相談を無料でお受けします。秘密は厳守されます
ので、お気軽にご相談ください。

【労働委員会は、労使紛争を解決するための専門的な行政機関です。】
１ 期　　　間	 令和２年10月１日（木）～10月７日（水）

２ 受 付 時 間	 平　日　９時～20時（来所の受付は19時まで）
	 土・日　９時～17時（来所の受付は16時まで）
	 ※土・日曜日の来所の場合の出入り口は県庁舎本館東側通用口

３ 相談の方法	 ⑴電話相談　０９７－５３６－３６５０（相談専用ダイヤル）
	 　　　　　　０９７－５０６－５２５１・０９７－５０６－５２４１
	 ⑵来所相談　大分県労働委員会事務局（大分県庁舎本館３階）

　なお、この期間以外でも、平日（９時～17時）であれば、随時労働相談を受け付けています。

『悩まず どんとこい労働相談週間』

持続化給付金とは？

□新型コロナウイルス感染症の影響により、ひと月の売上が前年同月比で50％以上減少している事業者。
□2019年以前から事業による事業収入（売上）を得ており、今後も事業を継続ずる意思がある事業者。
□法人の場合は、 ①資本金の額又は出資の総額が10億円未満、又は、 ②上記の定めがない場合、常時使
　用する従業員の数が2,000人以下である事業者。
※2019年に創業した方や売上が一定期間に偏在している方などには特例があります。
詳細は「持続化給付金」の事務局ホームページをご確認ください。　https://www.jizokuka-kyufu.jp/

■持続化給付金（国）に関するお知らせ
感染症拡大により、特に大きな影響を受けている事業者に対して、事業の継続を下支えし、再起の糧としていただくた
め、事業全般に広く使える給付金を支給します。

５月の緊急事態宣言の延長等により、売上の減少に直面する事業者の事業継続を下支えするため、地代・家賃（賃料）
の負担を軽減する給付金を支給します。

給　付　額 中小法人は200万円、個人事業者等は100万円以内 ※ただし、昨年1年間の売上からの減少分を上限とします。
売上減少分の
計 算 方 法 前年の総売上(事業収入) ー (前年同月比▲50％月の売上×12ヶ月)
給付対象の
主 な 要 件

■家賃支援給付金（国）に関するお知らせ

＜支給対象（①②③をすべて満たす事業者＞
　　　　　　　　①資本金10億円未満の中堅企業、中小企業、小規模事業者、フリーランスを含む個人事業者
　　　　　　　　　※医療法人、農業法人、NPO法人、社会福祉法人など、会社以外の法人も幅広く対象。
　　　　　　　　②５月～ 12月の売上高について　・１カ月で前年同月比▲50％以上　または、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・連続する３カ月の合計で前年同期比▲30％以上
　　　　　　　　③自らの事業のために占有する土地・建物の賃料を支払い
＜給　付　額＞　法人に最大600万円、個人事業者に最大300万円を一括支給
＜算 定 方 法＞　申請時の直近１カ月における支払賃料（月額）に基づき算定した給付額（月額）の６倍
＜給　付　率＞　 支払賃料（月額）

法　　　人

2020年２月～10月までの
任意の連続する３カ月間の

事業収入の対前年同期比減少率
50％以上減少

30％以上50％未満
全額

減免率

２分の１

給　　付　　額　（月額）
75万円以下 支払賃料×2/3
75万円超 50万円+〔支払賃料の75万円の超過分×1/3〕※ただし100万円（月額）が上限

個人事業者

詳細は「家賃支援給付金」の事務局ホームページをご確認ください。

37.5万円以下 支払賃料×2/3
37.5万円超 25万円+〔支払賃料の37.5万円の超過分×1/3〕※ただし50万円（月額）が上限

中小企業・小規模事業者の税負担を軽減するため、事業者の保有する建物や設備の2021年度の固定資産税及び都市計
画税を、事業収入の減少幅に応じ、ゼロまたは１／２とします。

■新型コロナウイルス感染症緊急経済対策における固定資産税等の軽減（令和3年度課税分）

＜対象となる者＞　中小事業者等
＜減 免 対 象＞　いずれも市町村税
　　　　　　　　・事業用家屋及び設備等の償却資産に対する固定資産税
　　　　　　　　　　　　　　　　　（通常、取得額または評価額の1.4％）
　　　　　　　　・事業用家屋に対しる都市計画税（通常、評価額の0.3％）
＜適 用 要 件＞　令和３年１月31日までに、認定経営革新等支援機関等の認定を受けて市に申告した者に適用します。
＜軽減措置の流れ＞　１．事業者は認定経営革新等支援機関等へ認定申請をする。
　　　　　　　　２．認定経営革新等支援機関等は、会計帳簿等で売上高減少要件を満たしているかを確認し認定する。
　　　　　　　　３．認定を受けた事業者は令和３年１月末日までに市町村へ申告する。
　　　　　　　　４．事業者からの申告を受け、市町村は令和３年度分の固定資産税等を軽減する。
＜問い合せ先＞　中小企業　固定資産税等の軽減相談窓口
　　　　　　　　電話：０５７０－０７７３２２　　受付時間：９：30～17：00（平日のみ）

新型コロナウイルス感染症の影響により売上が減少する中、事業継続や雇用維持、新しい生活様式への対応等に取り組
む県内事業者のみなさんへ、使途を限定しない応援金を給付します。

■大分県中小企業・小規模事業者応援金のお知らせ

＜対　象　者＞　（１）県内の法人または個人事業者のうち、下記いずれかの融資を受けた者
　　　　　　　　　【県制度資金：民間金融機関融資】
　　　　　　　　　　・新型コロナウイルス感染症緊急対策特別資金　　・がんばろう！おおいた資金繰り応援資金
　　　　　　　　　【日本政策金融公庫の新型コロナウイルス関連融資】
　　　　　　　　　　・新型コロナウイルス感染症特別貸付　　　　・生活衛生新型コロナウイルス感染症特別貸付
　　　　　　　　　　・新型コロナウイルス対策マル経融資
　　　　　　　　　  （小規模事業者経営改善資金融資）
　　　　　　　　　　・新型コロナウイルス対策衛経融資
　　　　　　　　（２）令和２年１月１日以降に県内で創業した者のうち、下記いずれかに該当する者
　　　　　　　　　　・小規模事業者持続化補助金（一般型・コロナ特別対応型）の採択通知を受けた者
　　　　　　　　　　・大分県災害時等中小企業者持続化支援事業費補助金の交付決定通知を受けた者
＜給　付　額＞　対象者の（１）に該当する者　　法人：30万円　個人事業者：15万円
　　　　　　　　対象者の（２）に該当する者　　15万円
＜申 込 期 間＞　令和２年６月10日（水）から令和２年12月31日（木）まで
　　　　　　　　※詳しくは「大分県中小企業・小規模事業者応援金申請要領」を参照してください。
＜問い合せ先＞　大分県中小企業・小規模事業者応援金相談窓口（コールセンター）
　　　　　　　　電話：０５０－６８６５－７０１６　　受付時間：９：00～18：00（土日祝除く）

お知らせ
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月額

貯蓄

１口 2,000円から

商工貯蓄共済
皆様のお役に立ちます３つの機能

自己資本の充実 企業と家族に安心 企業の資金

本年度中、商工貯蓄共済および福祉共済にご加入いただいた方に
粗品をプレゼント中です！　　　 　※無くなり次第終了とさせていただきます。

商工会法施行60周年記念

キャンペーンキャンペーン 保障 融資

お知らせ
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クローズ
　　アップ 地域で頑張っている事業所を紹介

します
！

９
月
号
V
o
l.3
1
0

事 業 所 名：ラーメンカフェ 明
みょうじょう

星
代 表 者 名：佐藤　節子
所　在　地：大分県国東市国見町竹田津3580-5
電　　　話：0978-84-0789
Ｆ　Ａ　Ｘ：0978-84-0789
Ｈ 　 　 Ｐ：https://r.goope.jp/sr-44-442141s0002
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○
企
業
概
要
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
1
月
、
国
東
市
国
見
町
の
国
道
２
１
３
号
線
沿
い
に
民
家
を
改
装
し
た
ラ
ー
メ

ン
店
を
創
業
。
シ
ェ
フ
が
50
代
に
な
り
和
歌
山
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
地
元
で
あ
る
国
東
市
に

戻
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
改
め
て
国
東
半
島
の
魅
力
や
素
晴
ら
し
い
食
材
を
再
発
見
し
た
こ
と

で
、
地
域
を
元
気
付
け
よ
う
と
ラ
ー
メ
ン
店
の
開
業
を
決
意
。「
く
に
さ
き
半
島
の
う
ま
い

も
の
い
っ
ぱ
い
」「
で
き
る
限
り
手
作
り
」
を
理
念
に
、
仕
入
れ
は
地
元
産
の
も
の
に
拘
り

な
が
ら
田
舎
価
格
で
提
供
し
て
い
る
。
自
慢
の
ス
ー
プ
は
老
若
男
女
が
食
べ
や
す
く
、
鶏
が

ら
醤
油
一
本
。
子
供
が
れ
ん
げ
を
離
さ
な
い
。

　
運
が
良
け
れ
ば
シ
ェ
フ
が
竹
田
津
港
で
釣
る
地
の
小
魚
も
味
わ
え
る
。
郷
土
料
理
の
タ
コ

の
桜
煮
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
『
た
こ
コ
ロ
ッ
ケ
』
も
地
元
で
人
気
商
品
に
な
っ
て

い
る
。

○
課
題
に
つ
い
て

　
シ
ェ
フ
の
料
理
は
、
丁
寧
に
仕
込
み
を
し
て
、
出
す
直
前
に
仕
上
げ
る
の
で
手
間
暇
が
か

か
る
。
手
間
の
か
か
る
製
法
で
あ
り
な
が
ら
、
従
業
員
も
い
な
い
た
め
、
夫
婦
2
人
で
は
限

界
が
あ
る
。
ま
た
、
隣
接
す
る
住
居
兼
商
店
（
金
物
屋
）
の
承
継
と
、
承
継
を
見
据
え
た
店

舗
の
改
装
が
必
要
で
あ
る
。
金
物
屋
は
80
代
の
母
が
商
売
を
行
っ
て
お
り
、
ラ
ー
メ
ン
店
と

両
立
を
今
後
如
何
に
行
っ
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

○
商
工
会
の
支
援
内
容
に
つ
い
て

　
開
業
2
年
目
に
商
工
会
の
支
援
の
も
と
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
、
店

舗
の
一
部
改
修
や
観
光
案
内
ス
ペ
ー
ス
を
設
営
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
伴
走
型
支

援
事
業
で
、
経
営
計
画
策
定
、
当
店
自
慢
の
「
た
こ
コ
ロ
ッ
ケ
」
の
需
要
調
査
や
専
門
家
派

遣
等
を
活
用
し
、
現
状
の
把
握
と
今
後
の
課
題
が
明
確
に
な
っ
た
。
加
え
て
「
く
に
さ
き
商

い
の
お
と
」
に
掲
載
さ
れ
町
内
外
か
ら
の
集
客
に
弾
み
が
つ
い
た
。

○
今
後
の
展
開
（
目
標
）
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
と
相
次
ぐ
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
を
連
日
聞
い
て
い
る
と
、
田
舎
ほ
ど
外
食
や
消
費

を
た
め
ら
う
傾
向
が
あ
る
。
感
染
症
対
策
を
と
っ
た
う
え
で
、
消
費
で
経
済
を
動
か
し
、
ひ

い
て
は
コ
ロ
ナ
や
豪
雨
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
の
一
助
に
な
る
よ
う
に
、
7
月
10
日
か
ら
8
月

末
の
期
間
、
売
上
金
額
の
中
か
ら
一
食
に
つ
き
10
円
を
寄
付
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
時
世
、
地
域
の
方
々
の
温
か
い
お
心
遣
い
、
商
工
会
青
年
部
の
取
組
み
（
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー

事
業
）
な
ど
に
感
謝
し
つ
つ
、
お
客
様
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
性
を
築
く
取
り
組
み
を
今
後

も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

たこコロッケ

海老えびラーメン

生キクラゲ入餃子


